
 

 

 

   

 

 
宿泊学習 

                                 校 長  野 田  豊 

  

１０月２９日から、あさひ学級の児童とベルデ岩井に２泊３日の宿泊学習に行ってきました。この宿泊学習は、

１年生から６年生までの児童が寝食をともにし 身辺自立や集団生活の仕方および見学先でのマナーなどを体

験的に学ぶ目的で、春と秋に実施されます。今回は今年２回目の秋の宿泊学習ということで、子供たちの成長ぶ

りが随所に見られた実りのあるものとなりました。 

 1日目の鴨川シーワールド見学では、子供たちが楽しみにしていたシャチとイルカのショーを楽しみました。

特に、シャチショーでは、シャチがジャンプするたびに観客席に水しぶきが飛んできて、私も子供と一緒に大は

しゃぎをしてしまいました。また、１０月の末とは思えないほどのぽかぽか陽気だったこともあり、予定では波

打ち際で遊ぶはずが、子供も教員もいつの間にか腰まで海につかって波と戯れていました。２日目の野鳥の森で

のハイキングは、アップダウンの激しい難コースに挑戦。みんなで励まし合って無事ゴールしました。その後、

ロープウエイで鋸山の頂上に登り、そこから眼下に広がるすばらしい海の景色を見て、最高の思い出を作りまし

た。３日目のアンデルセン公園では、革細工を楽しみ、レストランで昼食をとりました。ここでは、メニューの

中から自分で食べるものを決め、食券を買い、できあがった物を取りに行くというすべてセルフサービスでの昼

食を体験しました。 

 ３日間とも天候に恵まれ、すべての行程を予定通り行うことができたこと、何より春に比べ行動が素早くでき

るようになって時間の余裕が生まれ、より楽しい思い出をたくさん作れた宿泊学習となったことが何よりうれし

く感じながら学校に帰ってきました。  
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平成２６年４月２２日に行われました全国学力調査につきまして旭丘小学校の結果をお知らせいたします。 

 国語A（知識） 国語B（活用） 算数A（知識） 算数B（活用） 

本校平均正答率 72.7 58.0 78.4 57.4 

全国平均正答率 72.9 55.5 78.1 58.2 

特徴的なところは 

・国語では「話すこと・聞くこと」の領域がA（知識）で全国より高く、B（活用）で全国より低かったです。 

・算数ではAB共に、図形が全国より高く、数と計算が全国より低かったです。 

この調査では、生活や子供の意識についても調査をしています。 

全国平均よりも本校の平均が高かった質問項目は次のようなものです。 

・朝食を毎日食べていますか。（100％でした）・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか。 

・自分にはよいところがあると思いますか。・読書は好きですか・家の人と学校での出来事について話をしますか。 

全国平均よりも本校の平均が低かった質問項目は次のようなものです。 

・普段、1日当たりどれくらいの時間、携帯やスマートフォンでメールやインターネットをしますか。（時間が長い） 

・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心が有りますか。 

・友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか。 

結果が出て終わりではなく、この結果を子供のよりよい成長につなげてまいります。 


